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バ イオ ロ グによる干潟微生物の 解析1 段階希釈法による予備調査結果
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【目的】近年、日本沿岸域にお い て底生1生の 水産生物資源が顕著に減少してい るが、これには、干潟浅黻 の量的減

少の 他 、 底質の質的劣化が関係して い る可能1生が考えられる。しか し、浅海域の 底質の 糊 生を簡便に評価で きる手法

は未だ開発され て い ない 。本研究で は、干潟土壌の 特性を簡便に評価す る手 法を開発することを 目的として市販 の 炭

素源資化能試験キットの使用を検討した。

【艦 】干潟底泥試料（表層 ぴ 51  ）を 2．5％膿 度繭 食獄 で段階希釈し 、 BIOLOG （iN2プ レー
トに接種 騰 笈、青

変したウェ ル の数から 3 本建 て躑 皆希釈法により、95 種類の 基質に対する資化微生物の 分布量｛趣 ）il）を求めた。調 査

地点は、横浜市内10 箇所 （海の 公園周辺）、 廿 日市内3箇所、有明鹿島市内1箇所、ベ トナ ム 3箇所（マ ン グロ ーブ域、

エ ビ養殖池 2箇所）の合計 17箇所とした 。

【結果と考察】95 種類の 基質にっ い て 、資化菌数が多か っ ゾd槓番に並べ 1から95まで の 順位をっ けた。 17箇所での

順位の平均馗を計算し、ノ1・さい順に 上位 30個を資化され易い基質（sriCh）、下位 29個を資化され難い 基質（Spo［r ＞とし

た。sridhに は 、ア ミノ酸、貯蔵糖関連物質などが 多く含まれ て い た 。
　lg 底泥中に含まれる srich資化菌数の 合甜 直

（Nrich）を比較すると、マ ングロ
ー

ブ域、有明湾rF潟、藻場などで 高レ傾 向にあり、場の
“
生産力

”
の 指標となりうる可能

性が示 1慶された。一方 Srゆ or 資化菌数の合甜 直（Npoor）を比較するとアオサが集積して分解 ポる場やマ ン グロ
ー

ブ域

有明干潟で高レ傾 向にあり、場の 吩 解か の 指標となりうる可能駐が示唆された。
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バイオロ グによる干潟微生物の解析250 株分離法による予備 調査結果

O 内 田 鉚 青
1
、三好 達夫

1
、 渡部 諭史

2
、児玉 真史

3
、丹羽 健太郎

3
、工藤 孝浩

4
、横山 和成

5

1
水研廿瀬戸内水研、

2
国際農研セ 、

3
水研セ中央水研、

4
神奈川水技、

5
中央農総研セ

E

【R的】干潟顧 尼の 特性を簡便に評価する手法の 開発 を 目的として、バ イオ ログ社の 炭素源資1髏 験 キッ トの 利用を

検討した。本研究では、干潟底泥試料から分離 きれた細菌 50 株 の 炭素源資化能に関するデ
ー

タを利用して場の特1生

を捌 屋することを検討した。

【方法】横浜市海 の 公園周辺 10 箇所（Stl〜10）を調査 点として 選び 、 物理化学的陛状及び生物相に関する場の 情報を

収集するとともに、底泥試 料（表層 0−5mm ）から寒天平板法に より、無作為に各々 50 細菌株を分離 〆た。次に分離株に

つ い て BlOLOG 　GN2 プレ
ー

トにより炭素源資化能を調 べ た。

【結果と考察】アオ サ場（St12）アマ モ 場（St4）と対 比 して ア オ サ分解場（SB）を比較すると、泥分率（％）が それぞれ O．42
，

O．25，0．69，1．08、生菌数〔x1〔戸CFUIg）が 25，8，25．8，85，　46，4でアオサ分解場でともに高レ傾向があっ たが、1株あたりの 平

均炭素源資化数は 、17，9，155，16，4，94 と逆に小さい傾向に あっ 鵡 また 95基質に対する資イ蹄 ）有無を 2値f匕し（有

＝1、鰡 ）、ユ
ー

クリッド距離を計算して菌株間の 平均距離を比較すると、同 4調 査点で そ れ ぞ れ 2．49
，
1．88

，
1．74

，
0．99 と

なり、ア オ サ分解腸で炭素源資化能の 多様陛が低い と評価された。一方、段階希釈法による解析  廃 表）で は、底泥

を 104希釈し て BIOL （〕G に接種した場合の 平均炭素澱資イ匕数は 、
ア オ サ分解場が一

番小さく本発表と同じ傾向で あっ

たの に対し、lO
’2
希釈して接種した場合には、逆 にアオサ分解場が

一
番大きな値となっ た 。
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